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研究成果の概要 

今年度は拡張現実感（AR）における光線場再現、及び空間光変調、の研究において以下の成果があっ

た。 

人に現実と遜色のつかない映像を提示することは AR における映像表示において重要な基礎課題であ

る。透過型の AR ディスプレイ向けに、高度な質感再現を実現する光学シースルーの映像提示方法を実

証した[1]。 

AR ディスプレイにおいて、視覚を計測することで映像の品質を向上できる。今回、拡散カメラに基

づく眼球の波面センシングと網膜投影ディスプレイ系を組み合わせ、光線場を知覚的に正しく再現で

きる AR提示手法を提案した[2]。 

光学シースルーの AR のにおいて、１つ目の課題と同様に、不要な光を遮ることが重要である。空間

光変調によって、光学的に滑らかな奥行きを持つ光学遮蔽マスクを再現するシースルーAR ディスプレ

イを実証した[3]。 

     

図：左から、それぞれ成果１，２，３のティーザー画像。 
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